
ここは悩める先生が
集まるカフェ「オウル」

はぁ
今学期の評価
どうしよう

私、そこの
中学校の英語教師
なんですけど

何か
お悩み
ですか？

なるほど……
そういった方
多いんですよね

それでは
評価規準から
簡単にご紹介
しましょう！

実は評価の
ことで
悩んでいて……

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

＝場面・状況の中で
正しく言語材料を使って
いるか

＝コミュニケーションの
目的・場面・状況に応じて
適切に英語を使っているか

＝粘り強い取り組みを行う中で
自らの学習を調整しようとしているか

3観点の違いも
よくわからないし
評定のつけ方も
ピンとこなくて……

英語の
学習評価
における
評価規準は
こちらの
とおりです！
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　山川先生は、年間を通じてバランスのよい評

価計画を立案しています。右の表は、九条塔南

小学校が、内容のまとまりごとに「記録に残す

評価」を、年間でどれくらい行っているかを一

覧にしたものです。「聞くこと」の活動の割合

がもっとも多く、次に「話すこと［やり取り］」

「話すこと［発表］」、そして「読むこと」「書く

こと」の割合は少なくなっています。学習指導

要領でも、「音声で十分に慣れ親しんだ表現を、

読んだり、書いたりする」と記されています。

このように、年間を見通した評価計画を立てる

ことで、教師は、場面を精選し、より効果的に

指導と評価を行うことができるのです。

　また、「話すこと［やり取り］」はUnit 1とUnit 2

を合わせて指導し、Unit 2の終わりにALT（JTE）

との個別のインタビュータイムを設けています。

単元をまたいだダイナミックな評価計画を立て

ることで、児童はロングスパンで繰り返し表現

に出会い、より深い言語活動を行うことが可能

になります。

　さらに、【主体的に学習に取り組む態度】の

評価では、具体的な活動の振り返りをCAN-DO

形式で自己評価させ、児童のメタ認知を促進し、

自ら目標を設定させます。粘り強く学習に取り

組ませることで、児童の学びに向かう力を伸ば

す工夫が見られます。
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岐阜聖徳学園大学准教授。
光村図書 小学校英語教科書『Here We Go!』編集委員。
著書に『小学校英語「5領域」評価事例集』（共著／教育開発研究所）など。

年間を見通した
評価計画の重要性

「記録に残す評価」の年間実施回数

読むこと

話すこと
 ［発表］

話すこと
 ［やり取り］

聞くこと 9 8 8 25

6 6 6 18

3 3 3 9

2 2 2 6

2 2 2 6

22 21 21 64

書くこと

合計

合計
主体的に

学習に取り組む
態度

思考・判断・
表現知識・技能

山川拓先生の実践（p.3～7 ）の関連資料は、
光村図書ウェブサイトよりダウンロードすることができます。
紙面で紹介されている資料に加えて、
振り返りやパフォーマンス評価のための資料などもございます。ぜひご覧ください。

中学校

中学校で新しい学習指導要領が全面実施されてから半年。今までとは異なる観点で
評価を行う中で、さまざまな悩みがあるのではないでしょうか。今回は、先生方から
実際に寄せられた疑問や悩みに、太田洋先生と長沼君主先生がお答えします。

評価の悩みに答えます
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